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今月の内容 ●CAE（Computer Aided Engineering） 

●人工衛星による測位技術の動き 

●有機系抗菌剤の分類と特徴 
●アルミナーチタニア系溶射皮膜の赤外線放射特性 

最近は、製品設計の高度化や高品質化、低

コスト化、短納期化に対応するため、仕事の

フロントローディング化が進んでいます。製

品設計や変更を進めていく上で、できるだけ

試作および実験回数を少なくするため、コン

ピュータ上で仮想テストを行う解析技術のニ

ーズが高まっています。 

 CAE とは、様々な物理現象を数理モデルで

表し、コンピュータ上で解析、シミュレーシ

ョンを行うことです。 

 かつて CAE は、解析の専門家が大型計算機

や EWS（Engineering Workstation）で行う

ものでした。しかし、最近では高性能パソコ

ンでも十分な解析ができるようになり、また

ソフトウェア自体も操作が容易で、境界条件

などを対話形式で入力するだけで簡単に解析

結果を得ることができます。このため、設計

者が自ら使用して製品開発に利用するなどの

機会も増えています。 

 CAE は、今後も身近で便利なツールとして

かなり普及していくと思われますが、利用す

るにあたって注意する点もあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

CAE による応力計算は、あくまでユーザ側

の入力に従ってコンピュータがはじき出した

結果であり、その信頼性まではコンピュータ

自身で判断できません。なぜなら、解析に含

まれる微分方程式を離散化して近似計算を行

うため、多少の誤差が必ず生じるからです。 

また、メッシュの切り方や拘束・荷重条件の

設定方法によっても結果が異なるときもあり

ます。 

したがって、解析結果を参照しながら、不

具合が見つかればそれを修正し、最適な設計

案に近づけていく作業が求められます。CAE

は設計を対話的に「支援」する道具であり、

与えられた仕様を満たす最適な設計案を得る

ためには多少なりとも経験やノウハウが必要

です。 

 当研究所では、IT ものづくり研修事業の

一環として設計者向け CAE ツールの一つであ

る COSMOS/Works を使った CAE 入門コースを

本年度より開設しています。COSMOS/Works

の操作方法から、解析作業におけるノウハウ

まで習得できるようになっています。興味の

ある方は一度ご参加ください。 
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CAE（Computer Aided Engineering） 

    技術支援部 機械電子室 浅井 徹(tohru@aichi-inst.jp) 
     研究テーマ：設計者向け CAE を活用した機械部品設計に関する研究 
    指導分野 ：CAD／CAE、情報技術 




